
微分方程式　講義計画
月曜日２限目全共３１教室

担当教員：亀山敦（オフィスアワーとして木曜日午後 1時から 4時を設定
します。亀山の部屋－工学部 A631にて質問を受け付けます）
教科書：常微分方程式（原書第５版）, Ｅ・クライツィグ著・北原和夫訳,

技術者のための高等数学１, 1997, 培風館
（教科書に加えて、プリントを配布する）

成績評価：レポートおよび期末テストによる。ただし、講義中に行う演習、

小テストなどの結果を考慮することもある。

岐阜大学AIMS（http://guaims.cc.gifu-u.ac.jp/）にて、情報を配布

することがあるのでアクセスできるようにしておくこと。

以下の講義計画表には明記しないが、理解度合を見て、適宜、演習・小テス

トを実施する。したがって、計画からはいくらかのずれが生じることがある。

数字は教科書のセクションナンバー

１週目 [微分方程式の例]1.1

• 人口増加のモデル
• バネの振動
• N体問題

• 振り子
• 懸垂線
• LCR回路

• 等々

２週目 [曲線族]1.10

問題例：y = (x + c)2 を一般解に持つ微分方程式は？

３週目 [変数分離形]1.3

問題例： y′ = (x + 1)(y2 + 1) の一般解？

４－５週目 [完全微分方程式・積分因子]1.5,1.6

問題例：y + 2x + (x + 3y2)y′ = 0 の一般解？

６－７週目 [一階線形微分方程式]1.7,1.8

問題例： y′ = xy + 1− x2 の一般解？

８－９週目 [変数変換]1.4

問題例： y′ = (x + y)2 の一般解？
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１０－１１週目 [定数係数二階線形微分方程式１—同次形]2.1,2.2,2.3,2.4

問題例： ẍ + ẋ + 2x = 0 の一般解？

１２－１３週目 [定数係数二階線形微分方程式２—非同次形]2.11,2.12,2.16

問題例： ẍ + 2ẋ + x = et の一般解？

１４週目 [２次元連立線形微分方程式１—同次形]3.1

問題例：

{
ẋ = 2x + y

ẏ = x + 2y
の一般解？

１５週目 [２次元連立線形微分方程式２—非同次形]3.1

問題例：

{
ẋ = 2x− y + t

ẏ = x + 2y + et
の一般解？
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